
AEDは、突然の心肺停止者に対し、心臓への除細動（電気ショック）を自動で行うことができる機器
のことです。AED は小型軽量で携帯にも支障がなく、操作も非常に簡単です。電源ボタンを押すと
（または、ふたを開けると）電源がONになり、以降は全て音声で使用方法を指示してくれます。また、
除細動が必要ない場合には、ショックボタンを押しても通電されないなど、安全に使用できるように
設計されています。

<茗荷谷キャンパス>地下1階保健センター前、１階防災センター付近、
 　　  3 階茗荷谷オフィス  （法学部事務室）付近、 6階春日通り側 共有スペース
<市ヶ谷田町キャンパス>１階エントランスホール
<駿河台キャンパス>1階事務室前、13階エレベーターホール付近、
 　　 18階エレベーターホール付近南側窓側
<小石川キャンパス>1階エレベーターホール付近、1階体育教員室内

傷病者の発生

周囲の安全確認

呼吸の確認
10秒以内で確認する

＊30回の
胸骨圧迫

反応なし、または判断に迷う場合

意識の確認
軽く肩を叩きながら声をかける

心電図解析
電気ショックは必要か？
（AEDが判断）

AED装着

119番通報依頼・
AED依頼

通信指令員の
指導に従う

ただちに
胸骨圧迫を再開

電気ショック
ショック後ただちに
胸骨圧迫を再開

大声で周囲に助けを求める

＊傷病者の顔と救助者の顔が、
  あまり近づきすぎないようにする

＊傷病者の顔と救助者の顔が、
  あまり近づきすぎないようにする

＊ハンカチやタオルなどがあれば、  傷病者の
鼻と口にかぶせる
マスクや衣服などでも代用可

＊子どもに対しては、人工呼吸の技術と
意思があれば、２回の人工呼吸も組み合わせる

電源を入れ、電極パッドを胸に貼る

普段どおりの
呼吸あり

必要あり

※胸骨圧迫は、強く・早く・絶え間なく。救急隊に引き継ぐまで、または傷病者に普段どおりの呼吸や目的のある
　仕草が認められるまで続ける。
※救急隊に引き継いだあとは、速やかに石鹸と流水で手と顔を十分に洗う。
　傷病者の鼻と口にかぶせたハンカチやタオルなどは、直接触れないようにして廃棄することが望ましい。

必要なし

普段どおりの呼吸なし、
または判断に迷う場合

＊新型コロナウイルス感染症の
  流行を踏まえた傷病者対応

＜多摩キャンパス＞

心肺蘇生の手順AEDの設置場所
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